
分析例　添加剤分析

総合解析高分子

分析例　酸化誘導時間(OIT)試験　

プラスチック製品には耐久性向上のために種々の添加剤が配合されている。プラスチック製品の
長期使用後や耐久性試験後の添加剤の有効量を調べることによって、劣化の程度や残存寿命が
推定できる。

M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

プラスチックの劣化解析

温度
ガス切替

融解

酸化誘導時間（OIT）試験 ： 酸化劣化への耐性を相対比較する簡便な手段

時間

この時間で安定剤が消費される

ポリマーの酸化による発熱

光、熱、水分等への曝露で添加剤の
有効量が減るとOIT が短くなる

添加剤の種類がわかっている
場合は Step2 は不要

雰囲気

DSC出力

Step1.　抽出

分析手順

分析事例

高周波抽出 , ソックスレー抽出
溶解沈殿抽出

FD:Field Desorption
MS:Mass Spectrometry
GC:Gas Chromatography
LC:Liquid Chromatography
ICP:Inductively Coupled 
      Plasma spectroscopy

N2 O2

OIT

Step2.　定性分析

Step3.　定量分析 GC    LC     ICP

      FD-MS         FT-IR
      GC/MS        LC/MS

独自の分析技術により、高精度かつ迅速な分析が可能
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Tinuvin 326
ｴﾚｸﾄﾛｽﾄﾘｯﾊﾟｰ TS-5
ｻﾉｰﾙTM LS770
IrganoxTM 1076
ｲﾙｶﾞﾌｫｽTM 168
IrganoxTM 3114
IrganoxTM 1010
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株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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